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令和７年度 群馬県内の消費生活相談の概要

◎年度別相談件数の推移
＊令和７年度相談件数 対前年度比：１０９．５％
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県 4,032 4,372 4,407 4,130 3,953 3,478 3,650 3,497 3,356 3,890
市町郡 12,799 15,068 16,330 14,984 12,962 11,686 12,279 13,191 12,889 13,902

全体 16,831 19,440 20,737 19,114 16,915 15,164 15,929 16,688 16,245 17,792
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◎相談件数の多い商品・サービス 上位１０

順位 商品・ｻｰﾋﾞｽ大分類 商品・サービスの主な内容 相談件数

１位 商品一般 対象商品が不明な請求など 2,123件

２位 運輸・通信サービス 光回線、携帯電話、スマートフォンなど 1,647件

３位 金融・保険サービス
フリーローン・消費者金融、クレジットカード、
FX取引ツール、暗号資産など詐欺的な投資など

1,460件

４位 保健衛生品
シャンプー、美容液、化粧品、水虫薬の定期購入
など

1,386件

５位 他の役務
副業サポート、生活レスキュー、火災保険申請サ
ポート、求人広告、PC偽警告、給湯器の点検など

1,333件

6位 教養娯楽品 新聞、スマートフォン、腕時計、電子たばこなど 1,071件

7位 食料品 健康食品・サプリメントの定期購入、海産物など 1,062件

８位 教養・娯楽サービス アダルトサイト、出会い系、オンラインゲームなど 943件

９位 保健・福祉サービス 脱毛エステ、痩身エステ、美容医療など ９０６件

10位 被服品 バッグ、洋服、靴、財布など ８５８件
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◎年代別の相談件数
全体の相談件数 17,792件

高齢者の相談（６０歳以上） 相談件数：7,551件 割合：４２．４％

若者の相談（３０歳未満）   相談件数：1,586件 割合： ８．９％

令和７年度 群馬県内の消費生活相談の概要

※統計の都合上「高齢者」を60歳以上としています。
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30歳未満
8.9%

30歳代～50歳代
32.9%

60歳以上
42.4%

無回答
15.8%

相談割合

高齢者は不審な
メールやＳＭＳなど
の相談が多い

若者はどんな相談
が多いのか ？



高校生の相談の傾向
群馬県内の高校生の相談に多い商品・サービスの上位５位（令和７年度を基準として）
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高校生を除く18歳19歳の相談の傾向
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若者の相談の特徴は「美」と「金」
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２０歳を境に相談が急増する傾向に変化はなかった

令和4年4月1日～成年年齢引下げ
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２０歳を境に急増するマルチ商法
１０歳代と２０歳代の相談件数の比較
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成年年齢引下げ前後の18歳19歳の相談の比較
2025年度を基準に18歳19歳の相談上位10位まで件数を2年前からの件数と比較
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未成年者と成人後の若者の

相談件数を比べると…

⚫マルチ商法や借金の相談は20歳を境に急増して
いる。

⚫もうけ話の相談が急増。
⚫18歳・19歳はクレジットカードやローン契約がで
きるようになったため、エステサービスの契約がで
きるようになった。
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【解説】
２ 群馬県内の消費生活相談の概要

①2頁 「年度別相談件数の推移」

 群馬県内の消費生活センターに寄せられた相談件数の推移です。群馬県では、県が運
営する群馬県消費生活センターと市町郡が運営する１９の消費生活センターにおいて、住
民からの消費生活相談を受けています。消費生活相談は、住民サービスとして行われてい
るものです。お住まいの地域の消費生活センターへ相談しましょう。

②5頁 「高校生の相談傾向」

高校生の相談では通信販売で契約した化粧品・健康食品の定期購入、オンラインゲーム
の相談が多いです。

③6頁 「高校生を除く18歳・19歳の相談傾向」

高校生を除く18歳19歳の相談では、成年年齢引下げに伴い、脱毛エステなど、ローンを
組んだ高額な契約が増加しています。 高校生でいる間は、契約は保護者の元で行われる
ことが多く消費者トラブルに遭う機会が抑えられているが、卒業し、社会人・大学生・専門学
校生などになり、一人暮らしを始めて、自己の判断で契約する機会が増えることで、生活レ
スキューなどの相談件数が増加したと予想されます。
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④7頁 「若者の相談の傾向 （18歳前後の比較）」

若者（３０歳未満）を18歳未満と18歳以上に分けて、比較しています。
令和７年度は、複数の脱毛エステ業者が倒産した影響で、エステに関する相談が多いで
す。
オンラインゲームなどの相談は、未成年からも多く寄せられています。
成人すると、自分一人で借金が出来るようになりますが、これまでのところ、成年年齢引下
げ後の18歳・19歳では借金に関する相談の増加が見られません。（11頁18歳19歳の相談
の比較を参照）

4位の「副業ｻﾎﾟｰﾄ・生活ﾚｽｷｭｰ」とは「役務その他」に分類された相談です。７位「副業・
ｱﾌｨﾘｴｲﾄ」、10位の「副業ｾﾐﾅｰ」ともに、実態のない「嘘のもうけ話」の相談で、SNS上で勧
誘を受けたとの相談が多い。借金をさせて、副業のサポートの費用を個人名義の口座に振
り込ませた場合、被害回復が難しいです。
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⑤8頁「若者の相談の傾向」と 9頁 「若者の相談件数、20歳前後の比較」

18歳～22歳までの相談件数の推移と、19歳以下と20歳代の相談件数の比較をみると、
20歳を境に、相談件数が急増する傾向は、成年年齢引き下げ後も大きな変化がないこ
とが分かりました。
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⑥10頁 「マルチ・マルチまがい」

特定商取引法で規制される連鎖販売取引を「マルチ商法」、連鎖販売取引に当らな
い類似商法を「マルチまがい（後出しマルチなど）」と呼んでいます。後出しマルチは、
商品・サービスを契約する際にではなく、契約した後に紹介料などの報酬が得られると
勧誘を行うことで特定商取引法の規制を逃れようとするものですが、そのシステムはマ
ルチ商法と本質的な差異はありません。若者の間では、健康食品や化粧品など「モノ
（物）」を媒介したマルチ商法よりも、FXや暗号資産の自動売買ツールや副業の情報商
材など「モノなし」のマルチ商法による消費者被害が増えています。マルチ商法につい
ては本教材「９ 相談事例④ マルチ商法」を参照してください。

⑦11頁 「成年年齢引下げ前後の18歳・19歳の相談の比較」

美容に関する相談の「エステ」や「美容医療」の相談が多いです。
参考に消費者白書の「若者の消費生活相談の商品・サービス別上位件数（年齢区分
別・2025）」を掲載しました。



⑦11頁 「生活レスキュー」
４位「副業ｻﾎﾟｰﾄ・生活レスキュー」は「役務その他」に分類されたものです。生活レス
キューの中で、若者の相談に多いのは、ロードサービスの相談です。ロードサービスの
相談は、「運転して出かけた先で、バッテリーが上がってしまった。脱輪した。タイヤが
バーストしたなどで、インターネットで検索したロードサービス業者に依頼したところ、事
前に説明のなかった高額な費用を請求された」等の相談です。１８歳以上の若者は自
動車のトラブルに慣れておらず、慌ててインターネットで検索し、ロードサービス業者に
依頼し、トラブルに巻き込まれたと考えられます。サイト等の表示や電話で説明された料
金を鵜呑みにしてはいけません。自動車の故障等が生じた場合は、まずは契約してい
る損害保険会社や保険代理店に問い合せる必要があります。 生活レスキューの相談に
ついては、「１７ 相談事例⑧一人暮らしのトラブル」を参照してください。
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出典：消費者庁令和８年度版消費者白書 17
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